
第一部　座長：東　重慶、大賀瑤子 （りんくう総合医療センター 外科）
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14：20～15：00 座長：丸川大輝 （りんくう総合医療センター 外科）

                                      ―   休   憩　―

15：10～16：40 第二部　座長：古川陽菜、柳　尚吾 （りんくう総合医療センター 外科）
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術前診断に難渋した胃癌術後の腹腔内デスモイド腫瘍の１例

〇光成絢香、東口公哉、村尾修平、山本慧、武田和、深田唯史、野口幸藏、團野克樹、平尾隆文、岡義雄

国立病院機構 大阪医療センター　外科

〇阿部 優、高橋佑典、徳山信嗣、河合賢二、松井優紀、俊山礼志、山本昌明、酒井健司、竹野淳、後藤邦仁、
   宮崎道彦、高見康二、平尾素宏、加藤健志

　　       教育セミナー　「　Difficult gallbladder と回避手術　 」
りんくう総合医療センター消化器外科　部長  柏﨑正樹

第６５１回大阪外科集談会

          日 時：　２０２３年１２月２日（土）　午後１時３０分より

          会 場：　大阪大学中之島センター　セミナー室6C+D（６階）
                    （大阪市北区中之島4-3-53）　TEL：06-6444-2100

演　題

13：30～14：20

JCHO大阪病院　外科

虫垂が絞扼帯となり生じた絞扼性腸閉塞の1例

〇岸本真子、村上剛平、山川拓真、岡　啓史 、野中亮児、山中千尋、出村公一 、井出義人 、森本脩邦 、西田俊朗

大量腹水を伴った大網原発GISTに対する一手術症例

多根総合病院　外科

〇谷澤佑理、長江歩、澤田元太、雪本龍平、高田晃宏、福永浩紀、村上昌裕、森田俊治

CTガイド下ドレナージの適応外となった膿瘍形成性虫垂炎の1例

〇秦泉寺皓晟、加藤弘記、大竹弘泰、福田雄介、今中孝、實近侑亮、林田一真、小澤慎太郎、細田洋平、森琢児、
   小川淳宏、上村佳央、西敏夫、小川稔、丹羽英記

一般財団法人　住友病院　消化器外科

〇内藤信裕、亀谷直樹、谷美里、髙橋諒、平川俊基、日月亜紀子、山田靖哉、西村重彦、妙中直之

手術待機中に腫瘍が自然退縮した胃神経内分泌腫瘍の1例

大阪公立大学消化器外科

短期間に針状異物誤飲を繰り返し、保存的加療と緊急手術を施行した１例

〇石舘武三、吉井真美、宮本裕成、黒田顕慈、笠島裕明、三木友一朗、福岡達成、田村達郎、渋谷雅常、豊川貴弘、
　 李栄柱、前田清

箕面市立病院 臨床研修医、箕面市立病院 外科

15：00～15：10

腸間膜穿通をきたした空腸多発憩室の２例

術前診断が困難であった十二指腸重複症に発生した腺癌の一例

りんくう総合医療センター 外科

〇平野雅巳、斎藤百合奈、大井和哉、釜野聡平、辻村直人、日向聖、宮垣博道、玉川浩司

〇柳尚吾、東重慶、大賀瑶子、丸川大輝、市川善章、古川陽菜、綱島亮、三宅正和、森島宏隆、柏﨑正樹、種村匡弘

脂肪腫により腸重積を来した腸回転異常症の一例

市立伊丹病院　消化器外科

国家公務員共済組合連合会　大手前病院　外科

肝前区域切除後離断型胆汁漏および再発肝細胞癌を、後区域切除術により一期的に治療し得た一例

公益財団法人田附興風会　医学研究所北野病院 消化器センター　消化器外科

〇藤井勇記、仲野健三、田浦康二朗、中能玲央、大下恵樹、久野晃路、山本健人、河合隆之、奥知慶久、井口公太、
　 田中英治　福田明輝　寺嶋宏明
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備考

〇大賀瑶子、柏﨑正樹、丸川大輝、柳尚吾、市川善章、古川陽菜、東重慶、三宅正和、種村匡弘

化学放射線療法および化学療法が奏効しconversion surgeryを施行しえた局所進行切除不能膵癌の1例

1) 大阪ろうさい病院 臨床研修センター、2) 大阪ろうさい病院 外科・消化器外科、3) 大阪ろうさい病院 病理診断科

○中西航暉1), 2)、辻江正徳2)、森総一郎2)、瀧内大輔2)、野村彩華2)、平野昌孝2)、西田謙太郎2)、野村雅俊2)、
   吉川幸宏2)、玉井皓己2)、浜川卓也2)、鄭充善2)、後藤孝吉3)、赤丸祐介2)

社会医療法人　彩樹　守口敬仁会病院　外科

〇仲田 佳津明、佐々木優、平山慎吾、安達慧、鳥取洋昭、渡邊創太、長澤芳信、早川正宣、溝尻岳、
   丸山憲太郎、 岡博史

Hemosuccus pancreaticusによる消化管出血を契機に診断された膵尾部癌の一例
りんくう総合医療センター　外科

堺市立総合医療センター　診療局、1）堺市立総合医療センター　消化器外科、2）堺市立総合医療センター
放射線診断科、3）堺市立総合医療センター　病理診断科

〇廣濱 匠、北川彰洋1）、富原英生1）、前田栄1）、牛丸裕貴1）、大原信福1）、武岡奉均1）、中村純寿2）、
   安原裕美子3）、今里光伸1）、川端良平1）、栗生明博2）、能浦真吾1）、宮本敦史1）、大里浩樹1）

第６５１回大阪外科集談会　当番施設：りんくう総合医療センター　外科

経皮経肝的門脈塞栓術後に腹腔鏡下肝右葉切除を施行した肝血管筋脂肪腫の一例

HP：http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/surg1/www/shudankai/index.html

④発表データはUSBを持参ください。動画の場合は、ご自身のＰＣにてご発表をお願いいたします。

⑤大阪府医師会生涯教育システム登録研修は、３単位として認定されていますので、会員の方は生涯研修
   チケットをご持参ください。

【大阪外科集談会事務局】　アルファ企画株式会社　〒542-0012　大阪市中央区谷町7-3-4-302

②次回演題申し込み締切日は、２０２４年１月５日（金）です。
　 演題は先着順で１６題目以降は次回へ繰越となります。演題発表は、発表７分、討論３分です。
　 演題は、集談会事務局までE-mailでお申し込み下さい。受け付けた際には、確認後E-mailにて受領の連絡
   をいたします。 応募後３日以内に返事がない場合は、再度事務局までご連絡下さい。

①次回 第６５２回大阪外科集談会は、２０２４年１月２７日（土） 、当番施設は紀南病院  外科です。

　　　　　　　　　　TEL：06-6764-2265　FAX：06-6764-3122　E-mail：osaka-gekashudankai@post.nifty.jp

粘液閉塞による胆管拡張を契機に発見されたICPNの1例

③大阪外科集談会優秀演題賞を選出するにあたり、発表いただいたデータを全て集談会事務局にて一年間に
   限り、保管いたします。 情報漏えいしないよう責任を持って事務局にて管理し、保管期日が過ぎ次第
   速やかにデータを抹消いたします。

〒598-8577 大阪府泉佐野市りんくう往来北2-23　【 TEL：072-469-3111 】


